開会挨拶
中村道治（独立行政法人　科学技術振興機構・理事長）
　本シンポジウムに会場を提供している者として、このように大勢の方にきていただけることはありがたいことです。パネル討論もあり、みのり多いシンポジウムになることをお祈りしたいと思います。
　さて、JSTは第４期科学基本計画の実現するためさまざまな事業を展開しています。そのなかに、さきがけ、CRESTなどがありますが、この数年、特に文部科学省が力を入れているのがエネルギー分野です。新しいプログラムとして戦略的創造研究推進事業先端的低炭素化技術開発（ALCA）も始まり、年々予算が増加しています。本日の光合成も関連深い分野です。井上先生のお話だと意外と実現が早いとのことですが、このなかから本当の意味でのゲームチェンジングなグループがでてくるような発展性、創造性に期待しています。是非、研究者の皆さま方には頑張っていただきたいと思います。
　先週、皆さんをびっくりさせるようなニュースがありました。金曜日朝、研究開発法人、たとえば、文部科学省系だとJST、理化学研究所、物質・材料研究機構、防災科学研究所の５研究機関を２年後の2014年４月をめどに一つの法人にすることが閣議決定されました。そうなると、大学の先生方、産業界、他の研究開発法人から、「どうしてくれるんだ。どうなるのだ」という話がでてきます。海外からもすごくきています。昨晩も『ネイチャー』から取材がきました。JSTにしろ理化学研究所にしろ、世界中の研究コミュニティー、イノベーションシステムのなかで高く評価されておりますので、ご心配をかけたり、激励の言葉をいただいているところです。
　内幕を申しますと、これから内閣府を中心に、新しい法人の在り方、理念、国のなかでの組織等々を検討していくことになるというのが本当のところです。私としては、この変化を次の大きなチャンスに結びつけるよう前向きに取り組んでいきたい。ただし、伝承と発展と申しますか、守るべきところはきちんと守り、おおいに発展する新しい可能性にも挑戦したいと考えております。とりわけJSTがお手伝いしております研究開発に関するワーキング機能は、世界でも高く評価されているところで、これはまかり間違ってもつぶれてはいけません。この機会に発展させなければならないと思っております。
　これから具体的な議論を文部科学省と行っていきますが、研究者の皆さん方もこの機会に、こうしたらよいのではないかいったことがございましたら、なんでも結構ですので私どもへお寄せいただければと思います。
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